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現在、2018 年頃に「京」の約 100 倍の性能を実現することを目指した次世代スパコン(エク

サスケール計算)の検討が世界の各所で行われている[1,2]。 
本発表では、2011 年から文部科学省などを中心に国内で検討を行なっているエクサスケー

ル計算の検討状況[3]に関して前回発表からの差分に関して報告を行なう。また、その検討

で得られた将来のアプリケーション特性・要求性能をメモリ容量・メモリ帯域の観点で解

析し、どのような検討が将来のスーパーコンピュータを議論する上で重要であるかという

考察を述べる。 
さらに、次世代スパコンの要素技術の一つとしてのメモリ制御に関して紹介する。現代の

多くのスーパーコンピュータの主記憶に利用される DRAM は PC やスマートフォンなど日

常生活でも広く使われている[4]。しかしながら、その制御には多くの制約があり、デバイ

スの性能を最大限に引き出すことは容易ではない[5]。本発表では、我々のグループで研究

を行なっている DRAM 制御の手法を紹介し、その効果に関して説明を行なう。 
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